
 
 

 

 

 

 

 

 

 

湯の山温泉は平安時代の、大同２

年（８０７年）に開湯したと伝えられて

います。 

その後、寛延元年（１７４８年）の  

元日の朝に噴出し、５代藩主浅野  

吉長公は大変喜び、湯役人が設置 

され、藩の湯治場として重要視され

ることになりました。 

病によく効く、霊験あらたかな温泉として多くの湯治客でにぎわったこの   

湯の山温泉の起源と、浅野家の関わりについての講演です。  

● 日 時  １０月１４日（月･祝） １０時～正午 (９時半開場)        

● 講 師   佐々木  章 氏 
（別府大学文学部 非常勤講師・ 

『岡 岷山の日記と絵図』､『岡 岷山 写生旅行記』監修者） 

● 会 場  サンピアゆき 多目的ホール（駐車場あり） 

広島市佐伯区湯来町大字和田３３３ 

※ 申込不要・参加無料 
  

 

 

 

 

 

 

 

主 催  公益財団法人 広島市文化財団 

広島市立佐伯区図書館湯来河野閲覧室 

電話 ０８２９－４０－４００５ 

共 催  広島市佐伯区役所、湯来西公民館  

協 力  ＮＰＯ法人 湯来観光地域づくり公社 

※広島市高齢者いきいき活動ポイント事業対象講座です。 

浅野氏広島城入城 400 年記念事業「江戸の湯来発」事業 

講演会 
 

○Ｃ  甲 斐 

さゆみ 


